
小さな拠点づくりとは？
住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには、様々な課題の解決が必要です。
そのために知恵を出し合い、計画をつくって出来ることから
少しずつ取り組んでいくことが「小さな拠点づくり」です。

朝倉地区は吉賀町の南西に位置し、町の南北を一級河川・高津川が流れる自然豊かな場所です。
地区内にある「旧道面家住宅」は元禄時代に建てられた農家の住宅で、当時の庶民の生活を窺い知れる貴重な建築物とし
て今も大切に保存されています。豪農屋敷とは違い、庶民の一般的な住居が現存しているのは大変稀少で、国の重要文化
財にも指定されています。

「なつめの里交流館」は旧・蓼野小学校をリニューアルした交流施設で、宿泊室や調理室なども完備。家族単位の集まりや
会合など多種多様な用途で利用でき、近くを流れる蓼野川では川遊びも可能です。
穏やかな環境や地域での受け入れ体制が整っていることなどにより、近年 、移住者も増えており、賑わいを見せています。
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公民館の活動は昔から高齢者が多いで
すが、地域活性化のためにはもっと女性
や若者の参画を促していきたいです。そ
れには、古くからある婦人会のような“お
手伝いがメイン”の会ではなく、若い女性

（PTA及びAKJ（朝倉公民館女子会））た
ちが企画する女性独自の活動にも力を
入れ、より幅広い年代の人たちが利用で
きる公民館を目指します。役員も毎年交
代するのではなく、継続性のある体制作
りをしていきたいです。

吉賀町では、学校・家庭・地域が一体
となって子育てを行う「サクラマスプ
ロジェクト」を実施。川で生まれ育
ち、海に出てまた帰ってくるというサ
クラマスの習性をもとに、子どもたち
に学びや体験を通して吉賀町の良さ
を知ってもらい、将来地域を支える
人材を育てようという長期的な取り
組みで、朝倉地区でも地域全体でプ
ロジェクトに取り組んでいます。

「A.K.D（あさくらキッズダンス）」は、
公民館が主体となって活動している
子ども向けのダンスチームです。
2022年度は4歳から14歳までの子
どもが参加しています。外部から講
師を招き、地域のイベントや発表会
に向けて日々楽しく練習に取り組ん
でいます。地域内での交流や大人と
の関わりを通して、ダンスの上達だけ
でなく挨拶や礼儀などを学ぶ機会と
しても大切な役割を果たしています。

「A.K.D（あさくらキッズ
ダンス）」での練習は大
変でしたが、みんなが
見てくれるので頑張れ
ました。地域のみんなと
踊ることができて良
かったです。
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朝倉地区では、子どもや若者をはじ
め地域の誰もが参加できるイベント
を多く開催しています。地元の米作り
グループ「注連川の糧（しめがわのか
て）」と連携し、毎年6月には「田んぼ
の生き物調査」を実施。水カマキリや
シマゲンゴロウなど、数種類の生き
物を見つけながら楽しむ1日で、県外
からも参加者があるほどの人気ぶり
です。
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